
   

 

 

 

 

 クリニックで患者さんと長くお会いしている

と、ご自分のご家族や恋人、お友達にも会ってほ

しいと言われて実際に私がお会いすることが

多々あります。 

よく「ストレスを感じる一番の要因は人間関係」

などといわれますが、確かに私の仕事は様々な人

間関係について考えることに終始します。 

そして人が苦しむ人間関係は、身近な人、大切

な人、避けることができない相手が対象であるこ

とはいうまでもありませんね。 

 

 患者さんだけでなく、その方を取り巻く人たち

にお会いしてみると色々なことが見えてきます。

例えば、過食嘔吐とリストカットを止められない

女性の患者さんのお母さんは、毎晩お嬢さんのこ

とを眠れないほど心配して、食事も喉を通らなく

なっておられたりします。お会いしてみると、お

母さんの愛情の深さを感じます。ですが、その深

い愛情が、患者さんには強い束縛として感じられ

ていることもあります。 

 

 では、そのことを患者さんとお母さんに自覚し

ていただけば治療になるかというと、よくなるこ

ともあればそうでない場合もあります。さらに深

い家族の内容が語られることもあります。ずっと

母娘の関係にかかわれなかったというお父さん

が登場していらして、これまた実際に私もお会い

して、孤独に耐えながらご家族を支えてこられた

お気持ちをうかがったりもします。では、そのお

父さんにも母娘の関係に加わって話し合ってい

ただければよいかというと、今度は蚊帳の外にな

ってしまっていた兄弟とお会いしたり…。 

これらは例え話ですが、こういうことは実際によ

くあることです。 

 

 

 

 

 

「人間関係をうまくやるコツ」のようなことを本

屋さんやインターネットでみかけますが、そうい

うものを読んでみると、私はそれはどうかなぁと

思ってしまいます。それぞれの立場の人に、それ

ぞれの思いや言い分があって、どれか一つ正しい

答えがあるということはないように思います。 

 人と適切な距離がとれて、ポジティブな発想で

くよくよしない人は私のところにはあまりいら

っしゃってないように思います。むしろ私がよく

お会いするのは、誰かにとっての“適切な距離”

にさみしくなり、誰かが“ポジティブでくよくよ

しないことによって、ご自分が傷ついていたりす

る方ではないでしょうか。 

 そして、そういう方の思いを大切にしていくと、

今度はその方を傷つけていたはずの人も実は大

変傷つきながら生きておられるということを実

際にお会いして知ることになります。 

 

 例えばある患者さんにとっての“最悪な上司”

にお会いしてみると、不器用ではあっても部下を

なんとか助けたいと一生懸命悩んでおられたり、

ある男性の患者さんからみた“誰も助けてくれな

い職場”の方のおひとりは、彼が発する“近づく

なオーラ”に気圧されて近づけないご自分を責め、

どう彼を助けたら良いのかと相談にいらっしゃ

います。 

  

 私がこうした仕事の仕方をしておりますと、患

者さんの生きておられる世界に登場する様々な

立場の方にお会いする機会が出てきますので、ご

本人も含めて、それぞれの方がみんな頑張ってお

られることを教えてもらえます。ですが、それぞ

れ頑張りが空回ってしまったり、相手には伝わら 
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ず、報われない思いを感じている方が大勢いらっ

しゃるとも感じています。だからと言って、私が 

すべての方にお会いし、それを全部お聴きして調

整役に回ることでうまくいくという簡単なこと

ではありません。思い通りにいかないことを受け

入れることがその方の人生を豊かにすることも

あります。 

 

 現在、日本中で非常に沢山の方が様々な不満や

不安をストレスとして感じ、苦しんでおられるこ

とは各種メディアからも個人的な経験からも事

実だと感じています。そして体調を崩されたり、

気分をコントロールできなくなってしまった人

たちへの支援が重要視されもいます。今回私がお

伝えしたいのは、苦しんでおられる方への支援は

もちろん重要ですが、その方を支えられている

方々への支援をこれまで以上に大切にしなくて

はならないのではないかということです。 

 

 どうしても学校に行けなくて苦しんでいるお

子さんを我々カウンセラーは支援していると言

いますが、教室での居場所を守り続けている担任

の先生、その子を支えている親御さん、そんな大

変な家庭状況にあって、自分の悩みを打ち明けら

れなくなっている兄弟姉妹のことに我々カウン

セラーは思いを馳せることがどれだけできてい

るでしょうか。 

 

 もう二年も仕事を休んでいる方の身体とここ

ろのつらさに寄り添っていると我々カウンセラ

ーは言いながら、どれだけ配偶者の方が気を遣わ

れて生活をされているか、そして、その方の職場

を守ってくださっている上司や部下の方、先輩や

後輩の方がご自分の疲れやご家庭の事情をおし

てでも働いてくださっていることをどれだけ想 

像できているでしょうか。 

 

 

 私たちカウンセラーが誰かを支えたつもりに

なっている陰で、沢山の方が黙って頑張っておら

れることを思います。患者さんに「よかったね職

場に（学校に）復帰できて」と言っている私には

見えないところで、どなたかがその患者さんの戻

る場所を守り続けてくださっていたことに,私た

ちカウンセラー自身が支えられているのです。 

この場をお借りしてお礼を申し上げます。 

 どうしても頑張れなかった人の分まで頑張っ

てくださっているみなさま、頑張っていただき本

当にありがとうございます。 
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